



The Sense of Maternal Separation from Mother's Perspectives
















































































































































































































近くにいない／預けられる層とを知らない 2 3 4
断られたので 0 2 0
母乳などの都合 1 2 5
どんな人が預かってくれるのかが不安で 3 5
子どもが迷購をかけるのではないかと思って 0 4 2
干どもが嫌が・ったり泣いたりするので 1 4 7
周りの反対 0 1 1
瑚りの目が気になって 0 0 0
年齢的にまだだと思う 0 1 1
自分が子どもと離れたくないから 0 0 1
預ける必嬰を感じたい 0 0 19
費用がかかるので 9
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Figure6項目18（また機会を持ちたい）人数
全体的考察
　母親の分離に対する意識は、サポー一ト先すな
わち「誰に預ける」ことによって分離を経験す
るかによって、その意識の強さは異なることが
明らかになった。「子育て」とは「子別れ」の
過程〔根ヶ山，1995）と指摘されるように、母
子分離は母子双方の発達にとって重要なトピッ
クであると考えられるが、サポート先の違いを
考慮して母子分離に関する検討を行うことが重
要であろう。
　また、身内に預けるより「公民館保育」とい
った身内以外の他者に預けることによって、母
親自身がより充実した時間を過ごしたり、子ど
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もにとってそして母子関係にとって「良い」経
験であったと感じたりすることができることが
明らかになった。今後、「公民館保育」をはじ
めとして一時保育サービスのより一層の拡大と
充実が望まれる。同時に、分離に対する不安や
心配は高い6母親たちは“以前ある連続セミナ
ー（公民館ではない）の保育を利用した際、保
育者の態度を不愉快に思い不信感があったので
途中で受講をやめたことがある”“「保育カード
（筆者注：子どもの様子を利用者と保育者が共
有するために記入するカード）」のない講座は
興味があるテーマでも利用しない。安心して任
せられる、信用できる人と思えなくなってしま
うから。”（自由記述より）というように、子ど
もの安心・安全を最大限考慮しながら「自分自
身の時間」を得ることを望んでいることを強く
感じる。様々な一時保育サービスがより「安心
して預けられる場所」として認知され、利用者
の不安が軽減されるためには、事前の情報提供
や保育終了後の情報交換などより決め細やかな
サポートや、保育者と利用者とのより丁寧なコ
ミュニケーションが必要であると考えられる。
　今後は、公民館利用者だけでなく、より多く
の母親の意識を検討することが課題である。
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